鹿児島大学　公開講座

「林業生産専門技術者」養成プログラム
1科目コース　2019年度 受講者募集要項

鹿児島大学主催の公開講座として
プロ向けの林業講座を4回開催します。
ご希望の科目をいくつでもお選びください。

【事業の趣旨】
素材生産現場における高度な「林業生産専門技術者」の養成を目的とした、鹿児島大学の公開講座です。環境に配慮しながら、素材生産のコスト縮減、ICT技術の活用と施業集約化等による高度な森林管理・経営を実現できる林業技術者を養成します。

【受講対象】
・素材生産事業を実施している事業体（森林組合、林業事業体等）の生産管理者
(班長、監督、現場代理人等)及びその候補者の方
・素材生産請負作業実施者の中から生産管理者としてステップアップを考えている方
・本プログラムの趣旨をご理解いただき、強い関心をお持ちの方

【募集予定数】　各科目　若干名

【受講場所】
鹿児島大学高隈演習林（鹿児島県垂水市）で行います。
原則として、演習林宿舎での宿泊・食事つきですが、事情により通学も可能です。

【受講料】
1科目あたり　7,470円（科目A）、9,570円（科目BCD）
各科目の締め切りの後に振込用紙をお送りしますので、受講前にお振込みください。
宿泊・食事には別途実費が必要です（研修当日徴収。1泊3食の場合3,000円程度）
　　　＊傷害保険等は各自でご加入ください

【特　典】
森林分野CPDポイントを取得できます（1科目あたり16ないし20ポイント（予定））
（詳しくは演習林または森林・自然環境技術教育研究センター(JAFEE)へ）


[bookmark: _GoBack]
【カリキュラム】
受講できる科目および日時・内容は下記のとおりです。
科目A～Dのいくつでも受講できます。
[image: ]室内での講義・演習のほかに、かんたんな野外実習を行う場合があります。

【ご注意】
鹿児島大学では、この公開講座と一部のカリキュラムが重複する別の林業講座も開催しています。そちらは6月から11月にかけて、全120時間を受講していただくものです。120時間コース（履修証明プログラム）の募集はすでにしめきりましたのでご了承ください。

【申し込み方法】
受講申込書を、ファックスまたはEメールにて送信してください。
※記載された個人情報は、本プログラム実施のために使用し、他の目的には使用いたしません。

【申込期限】　科目A　5月23日（木）　　科目B　6月27日（木）
科目C　8月1日（木）　　 科目D　9月26日（木）

【問い合わせ先】
　　●プログラム内容、受付状況等について
　　　鹿児島大学農学部附属　高隈（たかくま）演習林　担当:芦原
　　　〒891-2101　鹿児島県垂水市海潟3237　Tel: 0994-32-6329
●演習林ホームページhttp://ace1.agri.kagoshima-u.ac.jp/~takakuma/　
　　●120時間コース紹介http://ace1.agri.kagoshima-u.ac.jp/ringyo/　
【2019林業技術者養成P公開講座】
　ファックス番号 　０９９－２８５－８７４５ 
　Eメール　enrinjim@agri.kagoshima-u.ac.jp 
申込先〈鹿児島大学農学部附属演習林　本部　行き〉
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受講申込書
	ふりがな
受講者氏名
	　
	　

	団体・会社名
	　
	　

	連絡先住所
	　〒
	○を付けてください
（勤務先・個人）

	連絡先電話番号
	　TEL
	（勤務先・個人）

	
	　携帯電話等
　（ほかに連絡のつく番号）
	（勤務先・個人）

	
	　FAX
	（勤務先・個人）

	Eメールアドレス
	　
	（勤務先・個人）

	業務従事内容
	　
	　

	生年月日・年齢
	年　　　　　月　　　　　日　　　（申し込み時の年齢　　　　　才）

	受講する科目に
マルを
してください
	A　素材生産と再造林の課題
	7,470円

	
	B　ICTを活用した林業経営と加工流通事情
	9,570円

	
	C　路網設計と作業システムの選択・評価
	9,570円

	
	D　施業集約化と事業体会計
	9,570円
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科目

記号

科目名 実施日時 主な講義内容 場　所

高隈演習林



3泊4日

C

路網設計と

作業システムの

選択・評価

8/27　13:00

～

8/30　15:00

（26時間）

地形と地質、路網の作成方法、

路網設計演習、路網の検討（実習）、

生産性の解析、生産管理とシステム改善、

生産コスト演習

高隈演習林



3泊4日

D

施業集約化と

事業体会計

10/21　10:00

～

10/24　12:30

（26時間）

集約化の手法、事業地管理と会計、

設備投資と人材育成、

事業体の将来計画

高隈演習林



3泊4日

A

6/25　13:00

～

6/27　12:30

（16時間）

病虫獣害対策、低コスト造林技術、

伐採ガイドライン（実習）

高隈演習林

ほか



2泊3日

素材生産と

再造林の課題

B

ICTを活用した

林業経営と

加工流通事情

7/23　15:00

～

7/26　15:00

（26時間）

木材利用論、流通論、加工論、

情報管理の新技術、森林調査の基本（実習）、

ICTを活用した林業経営


